
健康投資 取組状況に関する指標 意識変容・行動変容 指標

① 健診推進・事後措置 ①-1定期健康診断受診率 健診有所見者率

健診受診・再検査フォローによる疾

病リスクの早期把握
①-2再検査受診勧奨率 感染症予防集団接種参加率

② 健康リテラシー推進 睡眠休養充足率

全社員の健康理解と自律的な健康管

理の促進
喫煙率

③ 生活習慣・健康増進 ③-1健康増進イベント参加率 高ストレス者率

生活習慣病リスク低減と健康行動の

定着
③-2感染症予防集団接種実施回数 有給休暇取得率

④ メンタルヘルス対応 ④-1ストレスチェック受検率 心理的安全性

メンタル不調予防と早期相談・早期

支援
④-2高ストレス者面談勧奨率 男性育児休業取得率

⑤ 働き方・生産性 ⑤-1労働高負荷者面談実施率 女性管理職比率

長時間労働・高負荷の是正と持続可

能な働き方
⑤-2プレミアムデー取得率 勤続年数

⑥ 組織活性化・心理的安全性の推進 ⑥-1エンゲージメント関連研修参加率 健康経営方針認知率

感謝・承認・対話を基盤とした心理

的安全性の高い職場
⑥-2 ハラスメント相談窓口認知率

⑦ 多様な人材の健康・活躍支援 ⑦-1キャリアアップ研修実施回数

ライフステージや年齢に応じた健

康・両立・活躍支援
⑦-2女性・高年齢従業員向け支援参加率

⑧ ガバナンス・データ活用 ⑧-1取締役会・執行役員会での議題化回数

健康投資・効果の可視化と経営レ

ビュー・情報開示
⑧-2経営層からの健康経営関連発信回数

健康投資の効果：健康課題の把握 → 重点施策の実行 → 行動変容 → 健康関連最終目標 → WELL
3
の実現と企業価値の向上

従業員ウェルビーイングの向上

健　康　投　資　効　果

②-1健康リテラシー研修参加率

（１）検診における有所見者が多い

健診における再検査や保健指導等の有

所見者が多くなっており、従業員の健

康面でのリスクが懸念される。

（２）メンタル不調者の増加による業

務への影響が大きい

過重労働やコミュニケーション、心理

的安全性の不備によるメンタル不調で

の業務への影響リスクが懸念される。
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健康に起因する労働損失を

最小化するとともに、従業

員一人ひとりのウェルビー

イングの向上を支援し「ポ

ジティブ感情」を持ち、自

身の能力を十分に発揮でき

る高エンゲージメント組織

風土を整備する。

これにより、人的資本の価

値を高め、従業員が高生産

性、高創造性を発揮するこ

とで、従業員とその家族の

成長・会社と取引先企業の

成長・社会の成長に結びつ

ける。

健康を企業価値を生み出す

人的資本投資と位置付け、

人的資本経営×AI・データ

ドリブン経営のもと、健

康・労務・エンゲージメン

ト・生産性データを統合的

に活用して健康資本・組織

活力等人的資本価値の向上

を目指すことで継続的な企

業価値向上を図る。

「笑顔の先に価値がみえ

る」の経営ビジョンのも

と、人的資本経営 ×AI・

データドリブン経営によ

り、従業員とその家族の健

康を維持向上させ、当社人

的資本経営ビジョンである

「笑顔で、いきいきと、共

に成長する」会社を実現す

るための健康基盤とする。

*従業員：直接雇用者およ

び派遣社員を対象としてい

る。

健康課題 健康関連の最終的な目標指標 ＫＧＩ 健康経営の目標 健康経営の推進方針 健康経営方針

従業員健康資本の向上

概要：健康を福利厚生ではなく「企業価値を生む人的資本投資」と位置づけ、人的資本経営 × ＡＩ・データドリブン経営で Smile → Well → Value の循環（WELL
３

）を実現する　* WELL
３

⇒当社の人的資本経営ビジョン

・アブセンティーズム

・プレゼンティーズム

・健康総合リスク値

・エンゲージメント

・ワークエンゲージメント

・離職率

アブセンティーズムの減少

プレゼンティーズムの減少

健康総合リスクの減少

エンゲージメントの向上

ワークエンゲージメントの向上

●従業員健康資本の向上

●従業員ウェルビーイングの向上

健康経営の浸透状況 方針実現のための体制・環境 ｻﾎﾟｰﾄ・組織的支援

健康経営方針の認知・理解を高め、全社員が自律的に健康行動を実践

できる健康文化の浸透を推進している。

●展開状況

・人的資本経営ビジョン・健康経営方針の周知

・執行役員会での総合健康リスク、エンゲージメント状況と対策の

共有と確認

・各種健康増進プログラムの実施

・各種健康関連研修の実施

・エンゲージメントや組織活性化にむけた管理職研修の実施

・ハラスメントゼロ宣言の実施

・匿名によるハラスメント相談窓口の設置

経営層主導の推進体制とAI・データドリブンなPDCAサイクルにより、

健康経営を人的資本経営における重要な位置づけとして継続的に推進す

る。

●体制

経営層 ：執行役員会・取締役会

推進組織：管理本部、総務部、人事課、情報システム課

専門機関/社内委員会：健康保険組合、産業医、顧問弁護士、

衛生委員会、教育推進委員会

連携：業務協力企業、取引先企業

●制度

健診制度、メンタルヘルス支援制度、ハラスメント対応、育児・介護両立支

援制度、リモートワーク制度等

・感謝や承認文化の醸成、1on1の推進、心理的

安全性の高い職場づくりや多様な人材の活躍支

援の場を整備し、従業員が「会社に支えられて

いる」「上司に相談できる」「仲間と助け合え

る」と実感できる組織的支援環境を整備する。

・従業員がウェルビーイングを高めることでそ

の家族のウェルビーイングに良い影響を与える。

・協力会社や取引先との健康経営連携により互

いの健康経営基盤の向上につなげる。

健 康 風 土 の 醸 成

企業価値

・生産性向上/創造性向上

・人材定着／採用力向上

・経営および管理判断の高度化

・顧客価値の創出

社会的価値

・健康経営の社外開示

・取引先・地域への信頼

・人的資本経営の透明性

・持続的成長への貢献

価値創造ストーリー

当社人的資本経営ビジョンの基盤である「WELL３の実践とAI・データドリブン経営

の推進」に基づいた健康経営により、人的資本の健康を向上させることで企業価値・

社会的価値へ循環させる。

●WELL３:下記3つのWELLを推進し、人的資本価値を高める。

・WELL SMILING(笑顔で)

心身ともに健やかで、笑顔で働ける状態

・WELL BEING(いきいきと)

健康・安心・働きやすく・働きがいを感じるポジティブな状態

・WELL GOING(共に成長する)

従業員が学び、挑戦し、会社・家族・取引企業・お客様と共に成長できる状態
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＊エンゲージメントは外部業者の

エンゲージメントサーベイにより

測定

＊ワークエンゲージメントは

UWES-9により測定

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ・ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

・労働安全衛生法をはじめ関連法令を遵守する

とともに、長時間労働、ハラスメント、メンタ

ルヘルス不調、感染症、災害、情報漏えい等の

人的資本リスクを予防・低減することで、従業

員が安心して働ける安全・安心な職場環境の維

持と事業継続性の確保を図る。

離職率の減少


